
図面番号

Ａ－００設計図承認日

表紙・図面リスト
調布市総務部営繕課

工事件名

Ａ-０２

Ａ-０３

Ａ-０４

Ａ-０５

Ａ-０６

Ａ-０７

Ａ-０８

Ａ-０９

Ａ-１０

Ａ-１１

Ａ-１２

Ａ-１３

Ａ-１４

Ａ-１５

Ａ-１６

Ａ-１７

Ａ-１８

Ａ-１９

Ａ-２０

Ａ-０１

Ａ-００

特記仕様書１

特記仕様書２

図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称

建築工事

図面リスト

縮　尺
Ａ１版 Ａ３版

Ｎ・Ｓ

Ｎ・Ｓ

Ｎ・Ｓ

Ｎ・Ｓ

Ｎ・Ｓ

縮　尺 縮　尺
Ａ１版 Ａ３版

Ａ-２２

Ａ-２３

Ａ-２１

調布市立調布中学校体育館外部改修工事

令和７年度

調布市立調布中学校体育館外部改修工事

Ｎ・Ｓ Ｎ・Ｓ外部仕上表

案内図・配置図

１階平面図

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００

２階平面図

屋上平面図

１／１００ １／２００断面図

１／３０ １／６０

立面図（１）

立面図（２）

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００

電気設備工事 機械設備工事

Ｅ-０１

Ｅ-０２

Ｅ-０３

Ｅ-０４

Ｅ-０５

１／３０ １／６０

１／３０ １／６０

クラック等位置図（１）

外部建具キープラン

外部建具表（２）

外部建具表（１） １／５０

１／５０ １／１００

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００１階天井伏図

２階天井伏図

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００クラック等位置図（２）

１／２００ １／４００

１／１００

部分詳細図（１）

渡り廊下詳細図

１／２０・４０・１００

１／３０ １／６０

１／５０ １／１００

Ａ-２４

Ａ-２５

Ａ-２６

部分詳細図（２）

表紙・図面リスト

Ａ１版 Ａ３版

Ｎ・Ｓ Ｍ-０１

Ｍ-０２

機械設備工事概要・特記仕様書　凡例・機器表

改修給湯器平面図

Ｎ・Ｓ Ｎ・Ｓ

１／５０・２００ １／１００・４００

Ｎ・Ｓ

矩計図（１）（改修前）

矩計図（１）（改修後）

矩計図（２）（改修前）

矩計図（２）（改修後）

仮設計画平面図（参考図） １／５０・２００ １／１００・４００

仮設計画立面図（参考図） １／２００ １／４００Ａ-２７

１／１０ １／２０部分詳細図（３）

１／１０・２０・５０

１／１０・２０ １／２０・４０

Ｅ-０６

電気設備工事概要・特記仕様書　凡例
撤去・新設照明姿図

電灯設備立面図（１）

電灯設備立面図（２）

電灯設備１階平面図

電灯設備２階平面図

電灯設備屋上平面図

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００

１／１００ １／２００

Ｎ・Ｓ

１／５００　Ｎ・Ｓ １／１０００　Ｎ・Ｓ

令和８年　４月　１日



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

Ａ－０１
特記仕様書１ Ｎ・Ｓ

令和８年１月 調布市立調布中学校体育館外部改修工事

建築工事

【工事内容】

（４）上記改修に伴う機械設備工事

行う事業活動における環境配慮及び環境保全に関する行動を適切に実行することとしている。

この取組みには受注者の協力が不可欠であり、工事関係者の業務管理や施工管理などに当たっては、本制度の

趣旨の理解に努め、地球環境保全に十分配慮するものとする。

第１節　共通事項

　　る期間当該期間については，請負契約の締結後，監督員からの工事の全部中止の通知により定める。

　ア　工事用地等の確保が未了，自然災害の発生又は埋蔵文化財調査等により、工事を全面的に一時中止してい

　イ　橋梁，ポンプ，ゲート，エレベーター，発電機・配電盤等の電機品等の工場製作を含む工事全般について，

　　工場製作のみが行われている期間

　　当該期間については，請負契約の締結後，監督員と協議の上，書面において定める。

　　　なお，当該工場製作過程において，同一工場内で他の同種工事に係る製作と一元的な管理体制のもとで

　　製作が可能である場合は，同一の監理技術者等がこれらの製作を一括して管理することができる。

　ウ　工事完了後，検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。），事務手続，後片付け等

　　のみが残っている期間

１．１．４　官公署その他への届出手続等

　工事の着手、施工又は完了に当たり、「労働安全衛生法」第88条第１項のほか、関係官公署その他の関係機関

への必要な届出手続等について十分調査の上、これを遅滞なく行う。

１．１．７　工事実績情報の登録

　契約金額が500万円以上の工事は、工事実績情報サービス（コリンズ）に基づく工事実績情報の登録を行う。

登録内容についてあらかじめ監督員の確認を受けた後、次に示す期間内に（財）日本建設情報総合センター

「JACIC」（ジャシック）に登録する。

　ただし，期間には，行政機関の休日に関する法律第一条第一項に定める行政機関の休日は含まない。

（１）工事受注時　　　　契約締結後10日以内

（２）登録内容の変更時（契約金額のみの変更の場合を除く）

　　　　　　　　　　　　変更契約締結後10日以内

（３）工事完了時　　　　工事完了後10日以内

【登録先】　JACICのホームページ「コリンズ・テクリス」を参照すること。

１．１．８　提出書類

　受注者等が監督員に提出する工事請負契約関係の書面の書式、その提出部数は、別に定める「調布市請負者等

提出書類処理基準及び請負者等提出書類処理要領」等による。ただし、これに定めのないものは、監督員の指示

による。

１．１．１７　過積載の防止

　本工事における過積載の防止については、標準仕様書によるほか、「過積載防止対策マニュアル」（東京都

財務局）によるものとする。「過積載防止対策マニュアル」は、東京都財務局ホームページを参照する。

１．１．１９　保険の加入及び事故の補償

　標準仕様書「1.1.19 保険の加入及び事故の補償の(5)」の表記は，次のように読み替える。

（５）建設業退職金共済制度に該当する全ての工事において，同制度に加入しその掛金収納書（発注者用）を

　　　工事請負契約締結後，１か月以内に発注者へ提出する。

第２節　工事関係図書

１．２．１　実施工程表

●　全体工程表（ネットワーク工程表とする。）

●　月間工程表

●　週間工程表

１．２．２　施工計画書

「２．２．４　仮囲い等」において指定された仮設の施工計画書については，、監督員の承諾を受ける。

１．２．５　試験、施工等の記録

（３）工事記録写真の撮影は、別に定める「財務局工事記録写真撮影要領」（東京都財務局）の最新版による。

　　●　作成する。

　　また、工事記録写真撮影計画書の作成は、次による。

　　●　提出する。

　　写真帳の提出は、次による。

第３節　工事現場管理

１．３．５　施工条件

（１）施工日及び施工時間は次による。

　ア　本工事は，週休２日制工事である。

　イ　発注における積算には４週８休達成相当の経費を補正している。達成状況を確認後，４週８休に満たない

　　場合は，その達成状況に応じ減額変更を行うことを原則とする。

　ウ　週休２日制の実施に当たっては，「調布市週休２日制工事実施要領」に基づき行うこと。

（２）施工条件は次による。

　●　工事中は，施設利用者，職員，近隣住民及び一般通行者等の安全に留意し事故のないように十分気を付け

　　　て施工すること。

　●　資材等の搬出入については，施設利用者等の安全確保に努めること。

　●　工事用車両は、資材等搬入出時を除き原則近隣のコインパーキングに駐車すること。駐車する際は事前に

　　　施設管理者に報告すること。

　●　万一事故等により損害を与えた場合は，受注者の責任において円満に解決すること。

　●　工事に必要な関係機関との協議及び手続きは，受注者の責任において行うこと。

　　　こと。

　●　本工事は施設を利用しながらの工事であるため，緊急車両及び施設利用者の動線を確保しながら作業を

　　　行うこと。

　●　本工事内の整理，清掃及び後片付けはその都度行い，飛散，転倒防止など安全管理や事故防止に努める

　●　足場の控え取りや外壁の浮き補修など穿孔作業時は、HEPAフィルター付のアンカードリルを使用すること。

１．３．７　施工中の安全確保

　●　交通誘導員及び警備員は、必要に応じて配置すること。

　●　施工中の仮設物は突風等の気象等に備えながら進める。また、設置した仮設物は常にチェックし、必要に

　　　応じ補強する。

（３）「労働安全衛生法」（昭和47年法律第57号）第30条第２項における同法第30条第１項に規定する措置を

　　講ずべき者（統括安全衛生管理義務者）ついては次による。

　●　本工事の受注者を指名する。

　　なお，この場合における指名への同意については，本工事の請負契約を締結することにより得られたものと

　　みなす。また，「労働安全衛生法」第15条，第15条の２及び第15条の３に規定する次の者を労働基準監督署

　　長に報告した場合は，速やかにその写しを監督員に提出する。

　　ア　統括安全衛生責任者

　　イ　元方安全衛生管理者

　　ウ　店社安全衛生管理者

（８）高所作業においては、墜落制止用器具（平成31年厚生労働省告示第11号による）を使用すること。

（９）「労働安全衛生規則」（昭和47年労働省令第32号）第612条の2（熱中症を生ずるおそれのある作業）につ

　　いて、報告するための体制（連絡先や担当者）をあらかじめ定め、関係作業者に対して周知すること。

　　　また、熱中症の症状の悪化を防止するために必要な措置に関する内容や実施手順をあらかじめ定め、関係

　　作業者に対して周知すること。

　　ア　工期

　　　（ｱ）本工事は、猛暑による作業不能日数を次のとおり見込んでいる。

　　　　　作業不能日数：　20日間

　　　（ｲ）上記（ｱ）は、環境省が公表する「関東地方＿東京＿府中地点」におけるＷＢＧＴ値（気温、湿度、

　　　　　日射・輻射を考慮した暑さ指数）過去5年分（2021年～2025年）について、本工事の工期に対応する

　　　　　期間（東京都の休日に関する条例」第1条第1項に規定する東京都の休日及び夏季休暇（3日）を除く。）

　　　　　において、8時から17時の間にＷＢＧＴ値が31以上となった時間を算定し、日数に換算したもの5年分

　　　　　を平均したもの。

　　　（ｳ）気象状況により工期中に発生した猛暑による作業不能日数（当該現場における定時の現場作業時間に

　　　　　おいて、環境省が公表する「関東地方_東京_府中地点」におけるＷＢＧＴ値が３１以上となり、かつ

　　　　　受注者が契約工事単位で全作業を中断し、又は現場を閉所した時間を算定し、日数に換算したもの

　　　　　（小数点以下第一位を四捨五入する。））があった場合には、受注者は発注者へ工期の延長に関する

　　　　　協議を申し出ることができる。

第５節　施工調査

１．５．３　施工数量調査

　施工数量調査の調査範囲及び調査方法は、次による。

　●　外壁改修範囲　　目視、打診

第６節　施工

１．６．７　排出ガス対策型建設機械

　建設機械は，排出ガス対策型建設機械とする。（道路運送車両法による排ガス規制を受けている建設機械は除

く。）

第２章　仮設工事

第２節　縄張り、遣方、仮囲い、足場等

２．２．４　仮囲い等

本工事の施工にあたり、別途指示する位置に次の仮囲いを設置する。

　●　ガードフェンス：H=1.8（上部：養生シート　下部：巾木）、結束はナイロンロープ等を使用すること。

　●　カラーコーン・コーンバー

２．２．５　足場等

（１）足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　平成21年4月

　24日付基発第0424001号）の「手すり先行工法等に関するガイドライン」により、「働きやすい安心感のある足

　場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は、

　「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場

　方式により行うこと。

（２）足場の組立、解体、変更の作業時及び使用時には、常時、全ての作業床の躯体側、外部側及び妻面について

　手すり、中さん及び幅木を設置することとする。また、足場の組立、解体又は変更の作業に係る業務を行う場合

　は、安全衛生特別教育規程に定める、足場の組立等の業務に係る特別教育を修了した者又は足場の組立等作業

　主任技能講習を修了した者等が行うこととする。

（３）足場はわく組足場とし、幅は900とする。

第３節　材料置場、下小屋その他仮設物

２．３．４　監督員事務所の規模、仕上げ及び備品等

監督員事務所の設置は、次による。

　●　設置しない

第５節　既存部分の養生

２．５．２　既存部分の養生

（１）既存部分の養生は、次による。

　●　合板、ビニールシート等

（２）固定された備品等の移動は次による。

　●　行わない。

第２３章　防水改修工事

第１節　共通事項

２３．１．３　施工一般

（１）既存防水層を高圧水にて洗浄を行う（水圧10～15Mpa程度）。

（２）既存防水層の膨れ，切れ等の異常な部分を撤去する。

（３）防水の保証期間は10年以上とする。

２３．１．４　撤去及び下地処理工法の種類及び工程

（１）防水改修の撤去及び下地処理工法の種類は、次による。

１．１．３　現場代理人，監理技術者，監理技術者補佐及び主任技術者

第１章　総則

第54号）等に抵触する行為を行ってはならない。

実施工程表は次のものを作成する。

【改修工事】

２．３　 契約不適合に関する調査への協力及び立会い

　契約書に基づく契約不適合に関して、工事目的物の引渡し日から１年以内及び２年以内に契約不適合に関する

調査（工事請負契約書第41条第１項の契約不適合及び不具合等を確認するための調査をいう。）を行うので、

発注者が求めたときには、受注者はその調査に協力及び立ち会うものとする。詳細は発注者の指示による。

２．４　 成績評定について

　本工事は、調布市請負工事成績評定要綱（平成17年3月3日要綱第15号）に基づく工事成績評定について、次に

よる。

　●　対象

２．５　 工事の入札等について

　入札（又は見積書の提出）に当たっては、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律

２．７　各種点検、調査、見学会等への協力

（１）監督員以外の職員が施工体制、現場管理、施工管理等の適正化を図るため、各種点検、調査等を行う場合

　　　は、受注者はこれに立会い、協力しなければならない。

（２）（１）の各種点検、調査等の結果に基づき、監督員から改善措置等の指示が出された場合は、速やかに

　　　その指示に従わなければならない。

（３）監督員が必要とする現場見学会等を開催する場合は、受注者はこれに協力しなければならない。

第２編　工種別事項

（１）建設業法（昭和24年法律第100号）第26条第３項の規定により専任が求められる監理技術者等は，次の期

　　　間については工事現場への専任を要しない。

特 記 仕 様 書（１）

（２）　延床面積　　　　　　　2,092.69㎡

（４）　構　造　　　　　　　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造

（２）既存渡り廊下屋根の改修工事

（３）上記改修に伴う電気設備改修工事

第２章　一般事項

第１編　共通事項

第１章　工事概要

１．１　工事件名

調布市立調布中学校体育館外部改修工事

調布市富士見町4丁目17番地1

１．３　工事建物

（１）　建築面積　　　　　　　1,661.76㎡

（３）　階　数　　　　　　　　地上2階　　

（５）　主要用途　　　　　　　体育館

１．２　工事場所

１．４　工事種別・規模

（１）体育館全体の外壁改修工事、建具改修工事及び屋上防水改修工事

　調布市では、市庁舎において「ISO14001」に基づいた環境マネジメントシステムを構築し、市庁舎内の組織が

２．１　適用範囲　

（１）適用範囲

　ア　この特記仕様書は、東京都財務局の東京都建築工事標準仕様書(令和8年版）、東京都電気設備工事標準

　　仕様書(令和8年版）、東京都機械設備工事標準仕様書(令和8年版）、（以下「標準仕様書」という。）に

    定めのない事項又はこれにより難い事項を定める。

　　この特記仕様書に記載されていない事項は、上記の標準仕様書により施工する。

（２）疑義

　　本工事において疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設計図書等によることが困難又は

　不都合な場合が生じたときは、監督員と協議する。

（３）優先順位

　本工事の設計図書等の優先順位は、次による。

　ア　質問回答書

　イ　特記仕様書

　ウ　設計図

　エ　標準仕様書



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

Ｎ・Ｓ特記仕様書２
Ａ－０２

調布市立調布中学校体育館外部改修工事令和８年１月

（５）塗布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し、適切な乾燥時間をとるものとする。

※1：屋上、屋根２の既存防水層の撤去後は、水性アクリル系仮防水材で仮防水を行う

（２）シーリング改修の撤去及び下地処理の工法はシーリング再充填工法とする。

第２節　既存防水層等の撤去及び既存下地の処理

２３．２．６　既存下地の処理

（１）補修箇所の形状、長さ、数量等は、次による。

　　既存防水層の立上りを撤去後、調査を行いひび割れ、欠損等の調査を行い劣化状況報告書を監督員に提出す

　ること。

（２）既存防水層撤去後のコンクリート、モルタル面の既存下地の補修は、次による。

　イ　Ｍ３工法は、次による。

　　(ｱ)　既存下地の処理は、以下による。

　　　ｱ　既存下地に付着している防水層残存等のケレン及び清掃を行う。

　　　ｲ　コンクリート面等のひび割れは、ポリマーセメントモルタルで補修する。ひび割れ幅が2mm以上の場

　　　　合は、Uカットの上、ポリウレタン系シーリング材等を充填する。

　　(ｲ)　部分的な水はけ不良がある場合は、ポリマーセメントモルタルで補修する。ただし、勾配不良がみら

　　　　れる場合は、監督員と協議する。

第３節　合成高分子系ルーフィングシート防水

２３．５．３　防水層の工法　種別及び工程

（１）新規防水層の種別及び工法は、以下による。

第６節　塗膜防水

２３.６.３　防水層の種別及び工程

第７節　シーリング

２３.７.２　材料

（２）シーリング材の種類及び施工箇所は、次による。

　　　　●　被着体に応じたものとし、標準仕様書　表9.7.1　を標準とする。

２３．７．３　目地寸法

２３．７．８　シーリング材の試験

（２）簡易接着性試験は、次による。

　●　行わない。

（１）シーリング材の目地寸法は、次による。

第８節　とい

２３．８．２ 材料（１３．４．２ 材料）

（１）といその他の材種等は，次による。

２４．１．３　施工数量調査

（１）施工に先立ち，施工数量調査を行う。

（２）調査後は，調査結果をまとめた資料を提出し，監督員の確認を受ける。

（３）施工数量調査の内容は下記のよる。

　ア　ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及びさび汁の流出

　　　の有無。

　イ　仕上塗材塗り等の劣化部分，剥離部分等を壁面に表示する。

２４．１．４　施工一般

既存外壁は水洗工法(高圧水洗機使用）水圧10～15MPaで洗浄する。

２４．１．５　外壁改修工法の種類

（１）コンクリート打放し仕上げ外壁は、次による。

　　※　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝの材質等は，ｽﾃﾝﾚｽ鋼（SUS304），4φ×50mm　全ネジ切り加工とする。

２４．４．９　アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

第５節　仕上塗材仕上げ外壁等の改修

２４．５．２　材料

種類、形状、工法等は、次による。

２４．５．４　既存塗膜等の除去、下地処理及び下地調整

（４）高圧水洗工法は、次による。

　水洗工法(高圧水洗機使用）10～15MPa

第１節　共通事項

２７．１．３　材料

第２４章　外壁改修工事

第１節　一般事項

第２７章　塗装改修工事

２７．２．１　一般事項

第２節　下地調整

既存塗膜の除去範囲は、次による。

●　塗膜の劣化部分

２７．２．３　鉄鋼面の下地調整

鉄鋼面の下地調整の種別は、次による。

第３節　さび止め塗料塗り

２７．３．２　塗料種別

（１）鉄鋼面のさび止め塗料の種別は、次による。

２７．３．３　さび止め塗料塗り

(1)　鉄鋼面さび止め塗料塗りの種別は，次による。

第７節　耐候性塗料塗り（ＤＰ）

２７．７．２　鉄鋼面耐候性塗料塗り

（１）鉄鋼面耐候性塗料塗りの種別は、次による。ただし、上塗り塗料の等級は3級とする。

第１４節　金属屋根遮熱塗装

２７.１４.１　遮熱塗装塗り

（１）遮熱塗装塗りは、次による。

特 記 仕 様 書（２）

種類

Ｍ３工法

施工箇所

屋上、屋根２

工　法

機械的固定方法

機械的固定方法

種　別

Ｓ－Ｍ２

Ｓ－Ｍ２

下地処理

Ｍ３工法

（平場）

Ｍ３工法

（立上り）

塩ビシート

種　類 厚さ 施工箇所 備　　考

・脱気筒は既存のものを流用

・脱気筒は既存のものを流用屋上、屋根２

屋上、屋根２2.0㎜

2.0㎜塩ビシート

ウレタン塗膜防水

工　法 種　別

X-2 庇（上部、側面）、設備基礎、配管取出し口

施行箇所

L4工法

下地処理

　　外壁目地　　　　　　　●　25　　●　20　　　　　　

　　建具廻り　　　　　　　●　15　　●　15　　　　　　

　　　　箇　所　　　　　　幅（mm）　深さ（mm）　備考

状態

ひび割れ部（0.2mm未満）

ひび割れ部（0.2mm～1㎜未満）

浮き部

可とう性エポキシ樹脂パテ補修工法

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

改修方法

アンカーピンの本数（本／㎡）

一般部

16 本/㎡

指定部

25 本/㎡

狭幅部

5 本/ｍ

注入量

一箇所当り　25ml

充てん量

アクリルシリコン樹脂塗装

材種

アクリルゴム系弾性タイル塗装

水性反応硬化形軒天専用仕上塗材

ポリマーセメント系仕上塗材

工法・工程

下塗材：一液水性多機能型カチオンシーラー（1回塗）

上塗材：特殊セラミックシリコン樹脂系

　　　　塗り替え用仕上塗材（2回塗）

下塗材：広範囲適用型水性特殊エポキシ樹脂シーラー

　　　　（2回塗）

　　　　（JIS A 6909 防水形複層塗材E）（1回塗）

外壁２－２

外壁１

使用箇所

（屋上ドーム壁）

庇（裏面）

外部巾木

下塗材：一液水性多機能型カチオンシーラー（1回塗）

上塗材：水性反応硬化形軒天専用仕上塗材（2回塗）

下塗1回

上塗1回

上塗材：アクリルゴム系弾性タイル

１

２

３

既存塗膜及び下地劣化部の除去

工　程

下地処理（下地のひび割れ部等の補修）

下地調整

除去・下地処理・下地調整法方

高圧水洗機を使用し、既存塗膜及び下地コンクリート

の劣化部を除去する

Uカットシール材充填工法

高圧水洗機により除去した個所を下地調整材（C-2）で補修する

種　別

Ｂ種 スチールドア（屋内、屋外両側）、外部階段手摺支柱支え、設備配管、配管ボックス

使用箇所

材　種

低汚染・超耐久型ふっ素樹脂系

遮熱塗装

下塗材：特殊変性エポキシプライマー（1回塗）

上塗材：低汚染・超耐久型ふっ素樹脂系

　　　　屋根用遮熱塗料（2回塗）

工法・工程 使用箇所

玄関庇

屋根１

種　別　　　　　　　　　　　　　　　使用箇所　　　　　

ＲＢ種　　　　   屋根１、玄関庇、スチールドア、外部階段手摺支柱支え、設備配管、配管ボックス

塗料の種別

弱溶剤系1液エポキシ樹脂さび止め塗料
屋根１、玄関庇、スチールドア、外部階段手摺支柱支え、

設備配管、配管ボックス

使用箇所

種別

C種 屋根１、玄関庇、スチールドア、外部階段手摺支柱支え、設備配管、配管ボックス

使用箇所

シーリング材の種類

・ポリウレタン系（2成分形）

・変成シリコン系（2成分形）

外壁目地（縦、横、下端）、ウレタン防水端部

スチール、スチールドア、アルミサッシ廻り、

換気口廻り、水切り廻り

使用箇所

PU-2（ノンブリード）

MS-2（ノンブリード）

備　考

材　質

カラーVP管

材質その他

100φ・50φ　支持金具（SUS)

使用箇所

竪樋

改修方法

カラーVP管（100φ・50φ）新設

支持金具（SUS)　新設



RC造 2F 13.55m

正門

設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

改　修　個　所 既　　　　存 改　　　　修

外部仕上表

備　　　　考

N．S外部仕上表

上部

側面

軒裏

調布市立調布中学校体育館外部改修工事令和８年１月

金属屋根

屋根１

設備基礎

平場

立上り

笠木

屋根２

屋上

平場

立上り

笠木

配管取出口

屋根

軒裏

床

玄関ポーチ

高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

庇

外部通路

軒裏

床

外部階段

軒裏

蹴上・踏面

段鼻

外壁１

手摺

高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

Ａ－０４

脱気装置　清掃後　再設置

竪樋

外部巾木

屋根

躯体

渡り廊下１、２、３

高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

外壁３

外壁２－１（１階外壁）

外壁２－２（屋上ドーム型外壁）

高圧水洗浄(10～15MPa)のみ　ひび割れ部については外壁補修要領により補修する

アルミ製（電解着色）100φ【撤去】　支持金物：アルミ製【撤去】 竪樋：カラーＶＰ管【新設】　支持金物：ＳＵＳ製【新設】

フッ素ガルバリウム鋼板　t0.4　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】

アスファルト露出防水（D-1）【撤去】　ドレイン上皿【撤去】

アスファルト露出防水（D-2）【撤去】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、遮熱塗装【新設】

下地清掃、仮防水後、塩ビシート防水（機械固定工法　S-M2）【新設】　

下地清掃、仮防水後、塩ビシート防水（機械固定工法　S-M2）【新設】　改修ドレイン【新設】　

アスファルト露出防水（D-1）【撤去】　ドレイン上皿【撤去】

アスファルト露出防水（D-2）【撤去】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着工法【既存のまま】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着工法【既存のまま】

下地清掃、仮防水後、塩ビシート防水（機械固定工法　S-M2）【新設】　

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

コンクリート打放【既存のまま】

300角磁器質タイル貼【既存のまま】

コンクリート打放【既存のまま】

アルミスパンドレル【既存のまま】

コンクリート下地　モルタル金ゴテ仕上【既存のまま】

アルミスパンドレル【既存のまま】

コンクリート下地　防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】（撤去範囲は図示による）

ノンスリップ磁器タイル【撤去】

ステンレス【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

コンクリート下地　合成樹脂厚付塗材（こて押え）【既存のまま】

コンクリート打放し仕上　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

押出成形セメント板t60（縦張り工法）　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

コンクリート下地　防水モルタル金ごて仕上（H=150）【既存のまま】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、アクリルシリコン樹脂塗装【新設】　ひび割れ部については外壁補修要領により補修する

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、アクリルゴム系弾性タイル塗装【新設】　ひび割れ部については外壁補修要領により補修する

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、巾木保護ポリマーセメント系塗装【新設】　ひび割れ部については外壁補修要領により補修する

ポリカーボネートt3.0【既存のまま】

外壁補修要領

部　　位 改　　修　　前 補　　修　　要　　領 備　　　　考

ひび割れ部（0.2mm未満）

ひび割れ部（0.2mm～1㎜未満）

可とう性エポキシ樹脂パテ補修工法

浮き部 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

外壁１、外壁２ー１、外壁２－２

外部巾木

既存ひび割れ部改修箇所（幅20㎜） 既存シーリング撤去後、新規シーリング充填

床 高圧水洗浄(10～15MPa)のみコンクリート下地　モルタル金ゴテ仕上【既存のまま】

支柱：一般構造用炭素鋼管(ポリウレタン塗装）【既存のまま】

化粧材：アルミニウム合金押出形材(アクリル焼付塗装)【既存のまま】

支柱：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、DP塗装【新設】

化粧材：高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

清掃のみ

清掃のみ

フッ素ガルバリウム鋼板　t=0.4　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着構法【既存のまま】

下地清掃、仮防水後、塩ビシート防水（機械固定工法　S-M2）【新設】　改修ドレイン【新設】　

コンクリート打放し仕上　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ　ひび割れ部については外壁補修要領により補修する

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、遮熱塗装【新設】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、水性反応硬化形軒天専用仕上塗材【新設】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、高靭性ウレタン塗膜防水工法【新設】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、水性反応硬化形軒天専用仕上塗材【新設】

アルミ製（電解着色）【撤去】

アルミ製（電解着色）【撤去】

アルミ製（電解着色）【新設】

アルミ製（電解着色）【新設】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着構法【既存のまま】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、防水モルタル金ゴテ仕上【新設】（改修範囲は図示による）

ノンスリップ磁器タイル【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月

１階平面図

調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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１階平面図　S=1/100
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凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外

改修個所仕上表

改　　　　修番号 改修個所

竪樋①

②

③ 玄関ポーチ

④ 外部階段

既　　　　存

外部通路

300角磁器質タイル貼【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

ノンスリップ磁器タイル【撤去】

竪樋：アルミ製（電解着色）100φ【撤去】支持金物：アルミ製【撤去】 竪樋：カラーVP管　100φ【新設】　支持金物：SUS製【新設】

④

④

コンクリート下地　モルタル金ゴテ仕上【既存のまま】

コンクリート下地　防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】 高圧水洗浄(10～15MPa)の後、防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

ノンスリップ磁器タイル【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

２階平面図
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２階平面図　S=1/100

凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外

⑤

⑥

⑥

⑥⑥

改修個所仕上表

改　　　　修番号 改修個所

竪樋①

既　　　　存

竪樋：アルミ製（電解着色）100φ【撤去】支持金物：アルミ製【撤去】 竪樋：カラーVP管　100φ【新設】　支持金物：SUS製【新設】

④ 外部階段

ノンスリップ磁器タイル【撤去】

コンクリート下地　防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】

⑤ 玄関ポーチ屋根 フッ素ガルバリウム鋼板　t=0.4　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、遮熱塗装【新規】

⑥ 庇 コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着構法【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新規】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

ノンスリップ磁器タイル【新設】



７

設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

屋上平面図
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凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外

屋上平面図　S=1/100

改修個所仕上表

番号 改修個所

①

②

③

④

庇

屋上（平場、立上り）

既　　　　存

⑤ 脱気装置

⑥ 点検用パイプ ステンレス製【既存のまま】

⑦

RD1横引き）

屋根１

ドレイン上皿（100φ　鋳鉄製）【撤去】

フッ素ガルバリウム鋼板t０．４　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】

平場：アスファルト露出防水（D-1）【撤去】　立上り：アスファルト露出防水【D-2【撤去】

配管取出口

ステンレス製【既存のまま】

改　　　　修

詳細は詳細図（１）を参照

清掃後、再設置

清掃のみ

番号 改修個所 既　　　　存 改　　　　修

⑧ 設備基礎

⑨ 屋根２

⑩ RD2（縦型）

⑪ 笠木１

笠木２

平場：アスファルト露出防水（D-1）【撤去】　立上り：アスファルト露出防水（D-2）【撤去】

詳細は詳細図（１）を参照コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着工法【既存のまま】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着工法【既存のまま】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着工法【既存のまま】

下地清掃、仮防水後、塩ビシート防水（機械固定工法　S-M2）【新設】

下地清掃、仮防水後、塩ビシート防水（機械固定工法　S-M2）【新設】高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、遮熱塗装【新設】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

改修用ドレン（塩ビ製）【新設】

改修用ドレン（塩ビ製）【新設】

⑬

⑫

⑬ 竪樋

ドレイン上皿（50φ　鋳鉄製）【撤去】

VP管50φ【撤去】　支持金物（SUS製）【既存のまま】

アルミ製（電解着色）【撤去】

アルミ製（電解着色）【撤去】

アルミ製（電解着色）【新設】

アルミ製（電解着色）【新設】

カラーVP管50φ【新設】　支持金物（SUS製）【清掃】



は外壁１を表す

設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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⑦

⑦
⑬
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⑨

③

⑥

⑤

⑧

⑨

③

⑨

⑦

⑪

⑪

⑩
③

⑪

③

⑤

⑦

①

⑤ ③ ⑥

⑧ ⑩ ③ ② ⑧ ③

⑫

⑪

改修個所仕上表

番号

①

②

③

既　　　　存 改　　　　修改修個所

屋根１

外壁１

⑤ 打継目地

⑥

⑦ コンクリート庇

⑧ 外部巾木

⑨ 竪樋

⑩ 壁見切り

⑪ 笠木

⑬ 玄関庇屋根

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、

アルミプレート（15×15）【既存のまま】 清掃のみ

外部階段手摺⑫

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地調整の後、

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、

下地調整の後、

下地調整の後、

ポリウレタン系シーリング（t=25）【撤去】

ポリウレタン系シーリング（t=25）【撤去】

⑭

外壁２－１ 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

外壁３
押出成形セメント板t60（縦張り工法）の上フッ素樹脂クリヤ塗装

【既存のまま】
高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地調整の後、

④

④
（屋上ドーム壁）

外壁２－２

⑮

⑮

⑯

竪樋：カラーVP管　100φ【新設】　支持金物：SUS製【新設】
アルミ製（電解着色）100φ【撤去】

支持金物：アルミ製【撤去】

⑮ 設備配管（25φ） 鉄管（25φ）SOP【既存のまま】

配管ボックス 鉄製　SOP【既存のまま】⑯

設備配管（100φ） 清掃【再取付け】

アクリルゴム系弾性タイル塗装【新設】

※凡例：

⑰

【一時取外し】 【再取付け】テレビアンテナ

②

⑱

⑦

⑦

⑮
⑰

⑱

⑲ ベントカバー ステンレス製 清掃

⑲ ⑲ ⑲

⑲

コンクリート下地　合成樹脂厚付塗材（こて押え）【既存のまま】

コンクリート打放し仕上　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

コンクリート打放し仕上　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着工法【既存のまま】

フッ素ガルバリウム鋼板　t0.4　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】

コンクリート下地　防水モルタル金ごて仕上（H=150）

ステンレス【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

フッ素ガルバリウム鋼板　t0.4　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】

は打継目地を表す

ひび割れ誘発目地

はひび割れ誘発目地を表す

送排風管（アルミ製（100φ））【一時取外し】

遮熱塗装【新設】

アクリルシリコン樹脂塗料【新設】

ポリウレタン系シーリング（t=25）【新設】

ポリウレタン系シーリング（t=25）【新設】

巾木保護ポリマーセメント系塗装【新設】

遮熱塗装【新設】

塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、DP塗装【新設】

塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、DP塗装【新設】

ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

アルミ製（電解着色）【撤去】
アルミ製（電解着色）【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

立面図（２）
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50,500

ＡＢＣＤＥＦＧＨ

Ａ－０９

北側立面図　S=1/100

西側立面図　S=1/100
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③

⑩
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①

⑦

⑧

③

⑭

③

⑦

⑰

②

②

⑰

⑮

⑮

⑮

⑮

⑲ ⑲ ⑲ ⑲

⑲

⑨ ⑨

③

⑪

⑳

改修個所仕上表

番号

①

②

③

既　　　　存 改　　　　修改修個所

屋根１

外壁１

⑤ 打継目地

⑥

⑦ コンクリート庇

⑧ 外部巾木

⑨ 竪樋

⑩ 壁見切り

⑪ 笠木

⑬ 玄関庇屋根

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、

アルミプレート（15×15）【既存のまま】 清掃のみ

外部階段手摺⑫

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地調整の後、

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、

下地調整の後、

下地調整の後、

ポリウレタン系シーリング（t=25）【撤去】

ポリウレタン系シーリング（t=25）【撤去】

⑭

外壁２－１ 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

外壁３
押出成形セメント板t60（縦張り工法）の上フッ素樹脂クリヤ塗装

【既存のまま】
高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地調整の後、
④

（屋上ドーム壁）

外壁２－２

竪樋：カラーVP管　100φ【新設】　支持金物：SUS製【新設】
アルミ製（電解着色）100φ【撤去】

支持金物：アルミ製【撤去】

⑮ 設備配管（25φ） 鉄管（25φ）SOP【既存のまま】

配管ボックス 鉄製　SOP【既存のまま】⑯

設備配管（100φ） 清掃【再取付け】

アクリルゴム系弾性タイル塗装【新設】

⑰

【一時取外し】 【再取付け】テレビアンテナ⑱

ベントカバー ステンレス製 清掃

コンクリート下地　合成樹脂厚付塗材（こて押え）【既存のまま】

コンクリート打放し仕上　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

コンクリート打放し仕上　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

コンクリート下地　ウレタン塗膜防水密着工法【既存のまま】

フッ素ガルバリウム鋼板　t0.4　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】

コンクリート下地　防水モルタル金ごて仕上（H=150）

ステンレス【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

フッ素ガルバリウム鋼板　t0.4　嵌合式細瓦棒葺き【既存のまま】

ひび割れ誘発目地

送排風管（アルミ製（100φ））【一時取外し】

遮熱塗装【新設】

アクリルシリコン樹脂塗料【新設】

ポリウレタン系シーリング（t=25）【新設】

ポリウレタン系シーリング（t=25）【新設】

ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

巾木保護ポリマーセメント系塗装【新設】

遮熱塗装【新設】

塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、DP塗装【新設】

塗膜劣化箇所除去後、下地調整の後、DP塗装【新設】

は外壁１を表す※凡例： は打継目地を表す はひび割れ誘発目地を表す

⑲

⑳ 竪樋 VP管50φ【撤去】　支持金物（SUS製）【既存のまま】 カラーVP管50φ【新設】　支持金物（SUS製）【清掃】

アルミ製（電解着色）【撤去】
アルミ製（電解着色）【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外



【撤去】

【既存のまま】

設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外
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1
5
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水切

③通りまで6,000 ③通りまで8,000 ⑤通りまで8,000

X-2の範囲X-2の範囲

X-2の範囲

D-2の範囲

屋根：フッ素ガルバリウム鋼板t=0.4　かん合式瓦細棒葺

D-2の範囲

屋根：フッ素ガルバリウム鋼板t=0.4　かん合式瓦細棒葺

屋上：アスファルト露出防水（D-2）
【撤去】

庇：ウレタン塗膜防水密着工法（X=2）
【既存のまま】

軒天：コンクリート打放し

【既存のまま】

合成樹脂厚付塗材（こて押え）
【既存のまま】

庇：ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）

【既存のまま】

軒天：コンクリート打放し

【既存のまま】

5
0

1
0
0

ポーチ：コンクリートこて押え

【既存のまま】

点検用パイプ：ステンレス【既存のまま】

（発泡ポリエチレンt=4.0裏張り）【既存まま】

【既存のまま】

AL PL-2
曲げ加工
ｱﾙﾏｲﾄﾏｯﾄ

※サッシ水切と同寸法

▽2FL

15

1
5

※

3
8

2
0

見切縁：

柱部見切縁　S=1/5

シーリング【撤去】

合成樹脂厚付塗材（こて押え）
【既存のまま】

軒天：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ
【既存のまま】

床：コンクリートこて押え【既存のまま】

矩計図（１）（改修前）

（発泡ポリエチレンt=4.0裏張り）　【既存のまま】

フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

柱型：コンクリート打放しの上
合成樹脂厚付塗材（こて押え）

【既存のまま】

3
5

【既存のまま】
軒天

【既存のまま】】
廻り縁

外壁１仕様

軒天、壁取合い　S=1/5

外壁２－１：コンクリート打放し

外壁２－１：コンクリート打放し

外壁１：コンクリート打放し

外壁１：コンクリート打放し

庇：ウレタン塗膜防水密着工法（X=2）【既存のまま】

軒天：コンクリート打放し

【撤去】
雪止め【既存のまま】

屋上：アスファルト露出防水（D-2）

詳細はA-25を参照

笠木：アルミ製（電解着色）



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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ギャラリー
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凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外
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屋根：既存の上、高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、

1,000

水切

③通りまで6,000 ③通りまで8,000 ⑤通りまで8,000

MS-2の範囲

X-2の範囲

MS-2の範囲

X-2の範囲

X-2の範囲

Ａ－１２

下地調整の後、遮熱塗装【新設】

点検用パイプ：既存の上、清掃

下地調整の後、遮熱塗装【新設】

下地調整の後、遮熱塗装【新設】

AL PL-2
曲げ加工
ｱﾙﾏｲﾄﾏｯﾄ

▽2FL

15

1
5

※

3
8

2
0

見切縁：

柱部見切縁　S=1/5

シーリング充填【新設】

アクリルシリコン樹脂塗料【新設】
下地調整の後、

下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）

軒天：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

水性反応硬化形軒天専用仕上塗材

アクリルシリコン樹脂塗料

下地調整の後、

下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）

軒天：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

水性反応硬化形軒天専用仕上塗材

1
0
0

5
0

矩計図（１）（改修後）

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

【新設】

下地調整の後、
アクリルシリコン樹脂塗料【新設】

※サッシ水切と同寸法

【清掃】

軒天、壁取合い　S=1/5

3
5

外壁１仕様廻り縁
【清掃】

軒天
軒天：【清掃】

【新設】

下地補正の上、

下地補正の上、

外壁１：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

柱型：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

床：高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

屋根：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、

屋根：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、

下地補修の上、塩ビシート防水

（機械固定工法　MS-2）【新設】

屋上：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

外壁２－１：高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

庇：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

外壁１：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

庇：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

ポーチ：高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

外壁２－１：高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

庇：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

軒天：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、
下地補正の上、
水性反応硬化形軒天専用仕上塗材【新設】

外壁１仕様【新設】

【新設】
雪止め【既存の上、清掃】

屋上：既存防水層撤去後、高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

下地補修の上、塩ビシート防水（機械固定工法　MS-2）【新設】

笠木：アルミ製 （電解着色）

詳細はA-25を参照



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

１／３０

500

2
0
0

Ａ Ｂ

4,000 4,000

8,000

配管ピット 配管ピット

ホール

585

ＷＣ（男）

通　路

男子更衣室

4
0
0

1
0
0

凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外
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▽最高高さ

△梁天端

竪樋：アルミ製たてとい

Ａ－１３

5
01
00

屋上：アスファルト露出防水（D-2）【撤去】

D-2の範囲 D-2の範囲

屋根：フッ素ガルバリウム鋼板t=0.4　かん合式瓦細棒葺

【既存のまま】

フード：ステンレス製【既存のまま】

（発泡ポリエチレンt=4.0裏張り）【既存のまま】

フッ素樹脂クリヤ塗装

屋上：アスファルト露出防水（D-2）【撤去】

ドレイン：鋳鉄製　100φ

【既存のまま】

合成樹脂厚付塗材（こて押え）

【既存のまま】

支持金物【撤去】

（電解着色）【撤去】

竪樋：アルミ製たてとい（電解着色）【撤去】
支持金物【撤去】

矩計図（２）（改修前）

外壁２－２：コンクリート打放し　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

外壁２－１：コンクリート打放し

外壁２－２：コンクリート打放し　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

外壁１：コンクリート打放し

笠木：アルミ製（電解着色）【撤去】

笠木：アルミ製（電解着色）【撤去】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

１／３０

Ａ Ｂ

4,000 4,000

8,000

配管ピット 配管ピット

ホール

ＷＣ（男）

通　路

男子更衣室

4
0
0

凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外
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1
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00
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00

1
50

▽RSL(水上)

△RSL(水下)

▽G L

▽1FL

▽2FL

▽最高高さ

5
0

△梁天端

Ａ－１４

MS-2の範囲 MS-2の範囲

下地調整の後、

屋上：下地調整の上、仮防水後

塩ビシート防水（機械固定工法　MS-2）【新設】

フード：既存の上、清掃のみ

屋上：下地調整の上、仮防水後、、

塩ビシート防水（機械固定工法　MS-2）【新設】

ドレイン：上皿撤去後、改修ドレイン設置
【新設】

竪樋、支持金物：

カラーVP管　100φ【新設】

支持金物：SUS製【新設

アクリルシリコン樹脂塗料【新設】

竪樋、支持金物：

支持金物：SUS製【新設】

カラーVP管　100φ【新設】

矩計図（２）（改修後）

下地調整の後、遮熱塗装【新設】

外壁２－２：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地調整の後、アクリルゴム系弾性タイル塗装【新設】

屋根：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、

外壁２－２：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地調整の後、アクリルゴム系弾性タイル塗装【新設】

外壁１：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

外壁２－１：

笠木：アルミ製（電解着色）【新設】

笠木：アルミ製（電解着色）【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

１階天井伏図

2
,
5
0
0

6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
0
0
0

2
,
5
0
0

3
3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

１
２

４
３

５
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７

3,500 3,500 4,000 4,000

7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 7,000 8,000

50,000

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

3,500 3,500

アリーナ

舞　台

ピアノ庫

控　室

①

②②②

④ ②

③③
④

１階天井伏図　S=1/100

凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外

⑤⑤⑤

改修個所仕上表

改　　　　修番号 改修個所

①

②

③

④

既　　　　存

コンクリート打放【既存のまま】

清掃のみ

アルミスパンドレル【既存のまま】 清掃のみ

コンクリート庇軒天

外部通路軒天

外部階段軒天

玄関ポーチ軒天 コンクリート打放【既存のまま】

アルミスパンドレル【既存のまま】

⑤ 軒天ガラリ アルミ製（2000×200）【既存のまま】 清掃のみ

Ａ－１５

⑥

⑥

⑥ 垂壁 コンクリート打放し仕上　フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、水性反応硬化形軒天専用仕上塗材【新設】

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、水性反応硬化形軒天専用仕上塗材【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

２階天井伏図
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3,5003,500 4,000 4,000

7,000 7,000 7,000 7,000 7,0007,000 8,000

50,000

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

3,500 3,500

吹き抜け

舞台上部

２階天井伏図　S=1/100

改修個所仕上表

改　　　　修番号 改修個所 既　　　　存

コンクリート打放【既存のまま】コンクリート庇軒天

凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外

Ａ－１６

②

②②②②②

②

②

② ② ② ② ②

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、水性反応硬化形軒天専用仕上塗材【新設】



①

設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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△G L

33,000

6,000 8,000 8,000 6,000 2,5002,500

２ ３ ４ ５ ６１ ７

①

①

①

① ① ①

①

①

①

①

①

①①

①

②

②

②
②

②

②

③③

②

②

②

②

③

③

50,500

南側立面図　S=1/100

東側立面図　S=1/100

① ①

凡例

①

内　容

ひび割れ部（幅：0.2mm～1.0mm以下）②

浮き部

既存ひび割れ補修箇所（幅：20㎜）

ひび割れ部（幅：0.2mm未満）

④

③

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

可とう性エポキシ樹脂パテ補修工法

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

改修内容記号

既存シーリング撤去後、新規シーリング充填

Ａ－１７
クラック等位置図（１）

①

①
①

①

①
①

① ①

①

①

①

※凡例： は塔屋裏のドーム壁のひび割れを示す

は塔屋裏の壁のひび割れを示す

①

②

②

②
②

②

②

②



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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6,0008,0008,0006,0002,500 2,500

２３４５６ １７

①

①

①
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①①

④

①

①

①
③

③

③

③
①

③

①

①

北側立面図　S=1/100

西側立面図　S=1/100

50,500

33,000

凡例

①

内　容

ひび割れ部（幅：0.2mm～1.0mm以下）②

浮き部

既存ひび割れ補修箇所（幅：20㎜）

ひび割れ部（幅：0.2mm未満）

④

③

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

可とう性エポキシ樹脂パテ補修工法

アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

改修内容記号

既存シーリング撤去後、新規シーリング充填

Ａ－１８

① ①

①

①

①

① ①

①

①

①

①

①

①

④

①

クラック等位置図（２）

③

③

③ ①

③

③

③

① ①

①①①①

①

①
①

※凡例： は「浮き部」を示す

②

②

②



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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900

１

※ ※※※ ＡＷＡＤ ＡＷＡＤＡＤ記　号 数量 １ ６１ １ ２２階ギャラリー １階　体育教官室 １階　体育倉庫１階　管理室 １階　ホール １ ２１ ２ ３
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00

Fix 5
7
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5
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姿　　図
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0
0
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0
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0

FL FL FLFLFL

2,040 900 1,415 70 1,415 600

名　　称 片開きアルミサッシ窓２連引違いアルミサッシ窓はめ殺し窓付両開きアルミフラッシュ戸はめ殺し窓付片開きアルミフラッシュ戸 はめ殺し窓付片開きアルミフラッシュ戸

アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付、【既存のまま】仕　　上 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）【既存のまま】 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）【既存のまま】アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）【既存のまま】
現　況

外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】　網戸網【撤去】備　　考 外部の既存シーリング【撤去】 外部の既存シーリング【撤去】 外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】　網戸網【撤去】外部の既存シーリング【撤去】

仕　　上 外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共）外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共）

改　修
外部のシーリング（水切り下含む）【新設】　網戸（ステンレス網）【新設】外部のシーリング【新設】備　　考 外部のシーリング（水切りした含む）【新設】　網戸（ステンレス網）【新設】外部のシーリング【新設】 外部のシーリング【新設】

※※ ＡＷ ＡＷ ＡＷＡＷＡＷ記　号 数量 ３ １ １ ４ ６２階　ホール ２階　ギャラリー ２階　ギャラリー１階　ＷＣ（女）１階 WC(男子)　　２階 男子・女子更衣室３ ４ ５ ６ ７
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4,870 2,210 5,920 6,260

名　　称 ２連突き出しアルミサッシ窓 はめ殺し窓付たて軸回転アルミサッシ窓 はめ殺し窓付たて軸回転アルミサッシ窓４連突き出しアルミサッシ窓 はめ殺しアルミサッシ窓

仕　　上 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】
現　況

備　　考 外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】 外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】 外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】

仕　　上 外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共）外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共）

改　修
備　　考 外部のシーリング（水切り下含む）【新設】 外部のシーリング（水切り下含む）【新設】 外部のシーリング（水切り下含む）【新設】

ACW ACW ACW記　号 数量 １ １１、２階　玄関ホール １、２階　ホール １、２階　ホール１ ２ ３
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姿　　図
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3,750 3,750 1,900

名　　称 アルミ製カーテンウォール アルミ製カーテンウォール アルミ製カーテンウォール

仕　　上 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】 アルマイトマット（ガラス押え：塩ビビード）、アルミ二重皿板付【既存のまま】
現　況

備　　考 外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】

仕　　上 外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共） 外部【クリーニング】（ガラス共）

改　修
備　　考 外部のシーリング（水切り下含む）【新設】

承　認 図面番号設　計　年　月　日 設　計
株式会社 根本建築設計事務所備 調布市立調布中学校体育館外部改修工事工事名称令和８年１月

建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号 Ａ－２０考 １／５０縮尺図面名称 外部建具表（１） 根　本　利　英

外部のシーリング（水切り下含む）【新設】網戸（ステンレス）【新設】排煙窓オペレーター【新設】

外部のシーリング（水切り下含む）【撤去】網戸【撤去】排煙窓オペレーター【撤去】外部のシーリング（水切り下含む）【撤去】網戸【撤去】排煙窓オペレーター【撤去】

外部のシーリング（水切り下含む）【新設】網戸（ステンレス）【新設】排煙窓オペレーター【新設】

外部のシーリング（水切り下含む）【新設】２階排煙窓オペレーター【新設】

外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】２階排煙窓オペレーター【撤去】 外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】２階排煙窓オペレーター【撤去】

外部のシーリング（水切り下含む）【新設】２階排煙窓オペレーター【新設】



※※ ＳＤＳＤ ＳＤＳＤＳＤ記　号 数量 １ ２１ ３ ２アリーナ １階　アリーナ １階　点検口１階　控室 １階　ホール ４ ５１ ２ ３

3
75

1
00

姿　　図
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50 5050 50 50 5050 50

900 1,700 966 966 1,800 966 966 1,038 1,038 1,800 1,038 1,038 600

5,865 6,150

名　　称 片開きスチールフラッシュドアガラリ付両開きスチールドア 嵌め殺し付両開きスチールドア片開きスチールドア 嵌め殺し付両開きスチールドア

仕　　上 亜鉛メッキ鋼板　SOP塗装、SUS下枠、SUS水切り板付【既存のまま】亜鉛メッキ鋼板　SOP塗装（ガラス押え：塩ビビード）SUS下枠、SUS水切り板付【既存のまま】 亜鉛メッキ鋼板　SOP塗装（ガラス押え：塩ビビード）SUS下枠、SUS水切り板付【既存のまま】亜鉛メッキ鋼板　SOP塗装（ガラス押え：塩ビビード）SUS下枠、SUS水切り板付【既存のまま】 亜鉛メッキ鋼板　SOP塗装（ガラス押え：塩ビビード）SUS下枠、SUS水切り板付【既存のまま】
現　況

備　　考 外部の既存シーリング【撤去】外部の既存シーリング【撤去】 外部の既存シーリング【撤去】外部の既存シーリング【撤去】 外部の既存シーリング【撤去】

仕　　上 扉本体及び戸枠は内外共　下地調整の上　屋内側屋外側共DP塗装【新設】扉本体及び戸枠は内外共　下地調整の上　屋内側屋外側共DP塗装【新設】 扉本体及び戸枠は内外共　下地調整の上　屋内側屋外側共DP塗装【新設】扉本体及び戸枠は内外共　下地調整の上　屋内側屋外側共DP塗【新設】装 扉本体及び戸枠は内外共　下地調整の上　屋内側屋外側共DP塗装【新設】
改　修

備　　考 外部のシーリング【新設】外部のシーリング【新設】　ガラス【清掃】外部のシーリング【新設】　ガラス【清掃】 外部のシーリング【新設】　ガラス【清掃】外部のシーリング【新設】　ガラス【清掃】

ＡＧＳＤ記　号 数量 ２ ４Ｒ階 内部階段他 Ｒ階　送風機６ １

姿　　図
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名　　称 アルミガラリ片開きスチールフラッシュドア

仕　　上 アルマイトマット　アルミ額縁　アルミ二重皿板付【既存のまま】亜鉛メッキ鋼板　SOP塗装、SUS下枠、SUS水切り板付【既存のまま】
現　況

備　　考 外部の既存シーリング（水切り下含む）【撤去】外部の既存シーリング【撤去】

仕　　上 外部【クリーニング】（ステンレスネット共）扉本体及び戸枠は内外共　下地調整の上　屋内側屋外側共DP塗装【新設】

改　修
外部のシーリング【新設】外部のシーリング【新設】

共通事項

記号面に記載のある※は外部に面しているガラスの部分は

飛散防止フィルム貼りを表す

■飛散防止フィルム貼り

・　飛散防止フィルムを施工するにあたり，既存ガラス面の清掃を
　　した後，貼付をすること。
・　ガラス飛散防止フィルム　ＵＶカット９８％以上
・　地震災害時，衝突時のガラス片による二次災害を防止，緩和す
    るため，JISA 5759に定める飛散防止性能記号Ａ及びＢを満たす
　　こと。
・　フィルム表面に耐摩耗性ハードコート層を有すること。
・　建築基準法に基づく「不燃材料」であること。
・　一級ガラス用フィルム施工技能士の有資格者１名以上が常駐す
　　ること。
・　フィルム施工済であること及び施工年がわかる「ラベル」を
　　サッシ１スパン程度に一枚ガラス右下又は左下に貼付すること。

Fix FixFix Fix Fix Fix Fix Fix

承　認 図面番号設　計　年　月　日 設　計
株式会社 根本建築設計事務所備 調布市立調布中学校体育館外部改修工事工事名称令和８年１月

建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号 Ａ－２１考 １／５０縮尺図面名称 外部建具表（２） 根　本　利　英



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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渡り廊下断面図　S=1/50

改修個所仕上表

番号

①

②

③

既　　　　存 改　　　　修改修個所

④

高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

支柱

化粧材

屋根

一般構造用炭素鋼管(ポリウレタン塗装）　【既存のまま】
高圧水洗浄(10～15MPa)の後、塗膜劣化箇所除去後、

アルミニウム合金押出形材(アクリル焼付塗装)【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

ポリカーボネートt3.0【既存のまま】 高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

渡り廊下１平面図　S=1/50

渡り廊下２平面図　S=1/50

渡り廊下３平面図　S=1/50

2,511

コンクリート下地の上モルタル金ゴテ仕上【既存のまま】

4,080

3,080600 400

100

100

渡り廊下床①

渡り廊下床

１／５０
Ａ－２２

下地調整の後、DP塗装【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

１／５０
１／２０
１／１０ Ａ－２３

部分詳細図（１）
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軒天：アルミスパンドレル【既存のまま】

排水溝：防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】

蹴上：防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】
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ａ～ａ断面詳細図　S=1/50

改　修　前 改　修　後

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

踏面：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

段鼻：ノンスリップ磁器タイル【新設】

通路：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

踏面：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

段鼻：ノンスリップ磁器タイル【新設】

床：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

通路：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

蹴上：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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巾木（目地切まで）：防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】

踏面・蹴上：防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】

段鼻：ノンスリップ磁器タイル【撤去】

巾木（目地切まで）：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、

目地切10×10【既存のまま】 目地切10×10【既存のまま】

改　修　前 改　修　後

２階外部階段詳細図　S=1/10

改　修　前 改　修　後

２階外部階段手摺詳細図　S=1/10
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3
0

100

50 150

20

1
,
1
5
0

1
,
1
8
0

手摺：St FB-6×60【既存のまま】

支柱：St FB-12×50@100【既存のまま】

シーリング（10×10）：【撤去】

支柱支え：L-60×200×6【既存のまま】

手摺：St FB-6×60

支柱：St FB-12×50@100

シーリング（10×10）：

シーリング打換え【新設】

支柱支え：

下地調整の後、DP塗装【新設】

配管取出し口詳細図　S=1/20

改　修　前 改　修　後

5
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3
0
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水切

▽RSL(水上)

5
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1
0
0

3
0
0

1
2
0

3
0

Ｗ

1
,
0
5
0

175 175

水切

▽RSL(水上)

高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

上端：ウレタン塗膜防水【既存のまま】

シーリング（10×10）：【撤去】

側面：モルタル金ゴテ仕上【既存のまま】

水切金物：【撤去】

防水層立上り：【撤去】

上端：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、

ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

側面：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、下地補修の上、

ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）【新設】

シーリング（10×10）：

シーリング打換え【新設】

水切金物：アルミ製水切り金物取付け【新設】

防水層立上り：

塩ビシート防水機械的固定工法（S-M2）【新設】

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

庇サッシ部詳細図　S=1/10

改　修　後改　修　前

20

2
0

７

1,000

シーリング【撤去】

外壁２－１：コンクリート打放し

フッ素樹脂クリヤ塗装【既存のまま】

庇：ウレタン塗膜防水密着工法（X=2）
【既存のまま】

20

2
0

７

1,000

庇：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

外壁２－１：高圧水洗浄(10～15MPa)のみ

下地補修の上、ウレタン塗膜防水密着工法（X-2）
【新設】

軒天：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

下地補正の上、

水性反応硬化形軒天専用仕上塗材【新設】

シーリング充填【新設】

Ａ－２４
部分詳細図（２）

１／２０

１／１０

軒天：コンクリート打放し【既存のまま】

水切り 水切り

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

踏面・蹴上：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

防水モルタル金ゴテ仕上【新設】

踏面・蹴上：高圧水洗浄(10～15MPa)の後、

踏面・蹴上：防水モルタル金ゴテ仕上【撤去】

段鼻：ノンスリップ磁器タイル【新設】



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

１／１０

サッシと笠木が連結している部位詳細図　S=1/10

改修前（撤去・下地調整） 改修後改修後

サッシと笠木が連結していない部位詳細図　S=1/10

屋上ドーム型壁立上り部部分詳細図　S=1/10

改修前（撤去・下地調整）

改修前（撤去・下地調整）

改修後

機械基礎詳細図　S=1/10

改修前（撤去・下地調整） 改修後

1
0
0

5
0

7

△ RSL(水下)

△梁天端

下地清掃
仮防水

[立上り]

[平面部]
仮防水

[笠木部]

7

[平面部・立上り共通]

5
0
0

△ RSL(水下)

△梁天端

5
0

1
0
0

△ RSL(水下)

△梁天端

5
0

1
0
0

下地清掃
仮防水

[立上り]

[平面部]

下地清掃
仮防水

下地清掃

▽RSL(水上)

7

5
0
0

7

[平面部・立上り共通]

5
0
1
0
0

仮防水
[立上り]

下地清掃

下地清掃

仮防水
[平面部] [平面部・立上り共通]

GG

改修後

改修前（撤去・下地調整） 改修後

屋上塔部分詳細図　S=1/10

下地清掃

[架台天端]

仮防水
[立上り]

下地清掃

(端末金物共)

仮防水
[平面部]

下地清掃

[架台天端]

端末ブチルゴムテープ

1
2
0

3
0

5
0
0

▽ RSL(水上)

6
5
0

3
0
0

▽ PHSL

下地清掃

[立上り]
仮防水

仮防水
[平面部]

下地清掃

3

▽PHSL

3

△梁天端

▽RSL(水上)

5
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1
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100 100700×700 100 100700×700

5
0
0

6
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0

1
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0

3
0

▽ RSL(水上)

下地清掃
仮防水

[平面部]

下地清掃

仮防水
[立上り]

樹脂モルタル塗布他下地調整

[ドレン廻り] 端 末 ブ チ ル ゴ ム テ ー プ

5
0
0

[平面部・立上り共通]

塩ビシート防水機械的固定工法

[ドレン廻り]

△梁天端

△RSL(水下)

▽RSL(水上)

1
0
0

1
5
0

5
0

ドレイン廻り部分詳細図　S=1/10

改修前（撤去・下地調整） 改修後

既存アスファルト防水【撤去】(端末金物共)

既存アスファルト防水【撤去】

ウレタン塗膜防水密着工法：X-2【新設】

水切りテープ【新設】

端末ブチルゴムテープ・シーリング共【新設】

塩ビシート防水機械的固定工法：S-M2【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

塩ビ被覆鋼板ディスク【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

既存アスファルト防水【撤去】(端末金物共)

既存アスファルト防水【撤去】

水切りテープ【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】
端末ブチルゴムテープ・シーリング共【新設】

塩ビシート防水機械的固定工法：S-M2【新設】

塩ビ被覆鋼板ディスク【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

既存水切金物【撤去】

既存アスファルト防水【撤去】(端末金物共)

既存アスファルト防水【撤去】

水切金物【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

端末ブチルゴムテープ・シーリング共【新設】

塩ビシート防水機械的固定工法：S-M2【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

塩ビ被覆鋼板ディスク【新設】

ウレタン塗膜防水用仲介プライマー塗布【既存のまま】

既存水切金物【撤去】

既存アスファルト防水【撤去】

既存アスファルト防水【撤去】

ウレタン塗膜防水密着工法：X-2【新設】

水切金物【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

・シーリング共【新設】

塩ビシート防水機械的固定工法

[平面部・立上り共通]

：S-M2【新設】

既存アスファルト防水【撤去】(端末金物共)

既存アスファルト防水【撤去】

[立上り部]
塩ビシート防水機械的固定工法：S-M2【新設】

[平面部]

塩ビシート防水機械的固定工法：S-M2【新設】

塩ビ被覆鋼板ディスク【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

△RSL(水下)

既存アスファルト防水【撤去】

(端末金物共)

ドレン廻りアスファルト防水層【撤去】

既存ドレン防水押え【撤去】

既存アスファルト防水【撤去】

ウレタン塗膜防水【既存のまま】

[笠木部]

水切りテープ【新設】

改修用ドレンキャップ【新設】

改修用塩ビ製二重ドレン【新設】

：S-M2【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

シーリング共【新設】

塩ビ被覆鋼板プレート【新設】

Ａ－２５
部分詳細図（３）

[笠木部]
仮防水

下地清掃

1
5
0

5
5

450

7
7

7
0 7
7

7
0

450

7
0

275

アルミ笠木（電解着色）【清掃】

アルミ笠木（電解着色）【既存のまま】
アルミ笠木（電解着色）【撤去】

1
5
0

7
0

275

5
5

アルミ笠木（電解着色）【新設】

[笠木部]
ウレタン塗膜防水密着工法：X-2【新設】

▽PHパラペット天端

7
0

230

5
5

アルミ笠木

【撤去】
［笠木部］

仮防水

下地清掃

7
0

5
5

アルミ笠木（電解着色）
【新設】

230

［笠木部］

ウレタン塗膜防水密着工法：X-2【新設】

5
5

275

7
0

アルミ笠木（電解着色）【撤去】

仮防水
下地清掃

[笠木部]

5
5

270

7
0

ウレタン塗膜防水密着工法：X-2【新設】

[笠木部]
アルミ笠木（電解着色）【新規】
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株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号
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図面番号

縮尺
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考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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（既存）

流水タンク
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渡り廊下１

駐車スペース

渡り廊下２

身障者用

校　　舎

校　　舎

▽隣地境界線　　116,000

弓道場

渡り廊下３

仮設計画平面図（参考図）

体育館

RC造 2F 13.55m

樹木

樹木
樹木

樹木 樹木 樹木 樹木
樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

樹木

凡　例

（落下防止メッシュシート張り）

（上段には手摺（H=1,000）を付けること）

：仮囲い（ガードフェンス）

：記載なき部分の足場は脚立足場等で対応その他

Ａ ：工事中出入口上部には落下物遮蔽対策を行う

：単管ブラケット足場（W=300）

（落下防止メッシュシート張り）

：階段

：出入口

：交通誘導員

※１：落下防止策を設置すること

：場内仮設出入口（900×1,800）

：キャスターゲート（工事車両出入口兼用）（2,700×2,000）

1
.
80

0

ガードフェンス H=1.800

養生シート

進入防止板

防護網の上養生シート張り

・ガードフェンスの連結はビニロンロープにて行う。

断面図正面図

内 外

下部隙間 幅木板設置

ガードフェンス詳細図　Ｓ＝１／５０

１／２００

１／５０

仮設計画平面図　S=1/200

2,
70
0

10,800

18
,0
00

現
場
事
務
所

資材置場

工
事
車
両
置
場

（
2台

分
）

Ａ

：手摺先行枠組足場（W＝900）

Ａ－２６

サクラ　幹回り90～119cm以下【剪定】

サクラ（枯損木）　幹周り180～209cm以下【撤去（地際切り）】

サクラ　幹周り200～249cm以下【剪定】

サクラ　幹周り200～249cm以下【剪定】

樹木

駐輪場
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調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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仮設計画立面図（参考図） １／２００

凡　例

（落下防止メッシュシート張り）

（上段には手摺（H=1,000）を付けること）

南側立面図　S=1/200

（落下防止メッシュシート張り）

（上段には手摺（H=1,000）を付けること）

：単管ブラケット足場（W＝300）
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西側立面図　S=1/200
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北側立面図　S=1/200
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東側立面図　S=1/200

：手摺先行枠組足場（W＝900）
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Ｎ／Ｓ

調布市立調布中学校体育館外部改修工事

撤去照明姿図

FHT42W×1 FDL18W×1 FHT24W×1

A B 直付蛍光灯（反射笠）C D数量 2 ブラケット　(防雨形)

ガラスグローブ：乳白

数量

Hf32W-1(防雨型) FSR2RP-321 PH

数量 数量6

(100V)

FRF8RP-H241

10

アルミダイカスト

埋込ダウンライト(RP)直付ダウンライト(防雨形) 18

A B C D数量 2 数量 数量 数量 10

器具光束：４５２ｌｍ 器具光束：３２００ｌｍ 器具光束：１０４５ｌｍ

18

新設照明参考姿図

6

反射板上部：プラスティック径：95φ 本体：アルミニウム 150×1240 本体：亜鉛鋼板（クロムフリー・高反射白色粉体塗装）

電気設備工事概要

調布市立調布中学校体育館の電気設備改修工事を行う。

１.電灯設備　　屋外の照明器具をLED照明器具に更新する
玄関庇

外壁

改修照明器具リスト

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

外部通路

渡り廊下１

10

6

2

18

記　号 名　　称

　凡　例

照明器具

照明器具

照明器具

仕　　様・他

WP

ダウンライト（防水）

スイッチ

ブラケットライト（防水）

1P15A×1　（防水）

直付型ベースライト（防水）

LED直付ダウンライト(防雨形) LEDブラケット　(防雨形)

本体：ポリカーボネート

器具光束：１１２１ｌｍ

径：322φ 埋込穴径150φ

LED埋込ダウンライト(RP)LED直付蛍光灯（反射笠）

電気工事概要・凡例・機器表
撤去・新設照明姿図

Ｅ－０１
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調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺
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考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺
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考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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凡例：　　　　　の範囲は本工事対象外
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設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００
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設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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清掃後再取付け（配線共）

Ｅ－０５

一時取外し（スポットライト）（配線共）

養生（アンテナマストを含む（4ｍ））（防災無専用）



設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺 １／１００
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設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事
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設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

Ｍ－０１

機械設備工事概要

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

機械設備工事特記仕様

湯沸器

記号 種類 形式
貯湯量

号数
タンク材質 加熱能力 燃料消費量 付属品 電気（50HZ)

台数 設置場所 参考型番
Ｌ SUS製 KW 13A　KW BS KB BCH ST Φ-V KW 起動

WHG - 1 ガス瞬間湯沸器 ● 1-100 直入 2

＜付属品＞

BCH：ブローキャッチャ-

注記 KB：配管カバー

ST：スケジュールタイマー(自動ブロー付)

16

BS：リモコン

屋外床置形16号 34.9 50W 屋上

シンボル 管　種 管　材

給水管

備　考

硬質塩ビライニング鋼管(SGP-VB)

衛生凡例

機械設備工事概要・特記仕様書
Ｎ／Ｓ

凡例・機器表

調布市立調布中学校体育館の給湯設備改修工事を行う。

１.給湯設備　　給湯器の撤去新設と、それに伴う配管の撤去新設を行う。

既設配管等撤去後の躯体貫通部については、再使用しない限り、全てモルタルで穴埋めし、塗装・内装仕上げ等の補修を行う。
撤去後のアンカー穴はコーキング材による、穴埋め処理を行う。

撤去範囲については、基本的には設計図面に示す範囲とするが、納まり上必要な個所は図面に明記無くても撤去しなければならない。

各種管類、施工箇所ごとの保温仕様は、特記なき限り「東京都機械設備工事標準仕様書」（令和5年版)による。

躯体貫通部のコア抜き穴開け部分については、鉄筋探査を行い鉄筋を切断しないで穴開け施工を行う。

鋼管類の躯体貫通部廻りについて行う。
配管類の外壁貫通部廻りについては、防水モルタル及びコーキングにより防水施工に留意する。

給湯器：リンナイ・ノーリツ・パロマ

選定すること。

既設を再利用する配管等は、内外部の腐食等の状況を良く確認し、特に接続部に於いては、漏水事故等を起こさない確実な場所を

 G 

給湯管

ガス管 ガス会社指定

ステンレス鋼管

通気管
ﾋﾟｯﾄ内：塩化ﾋﾞﾆﾙﾘｻｲｸﾙ管(RF-VP)
配管用炭素鋼管(白)

※既存給湯器を撤去し、新規に給湯器を設置する

１.防食工事
２.防水工事
３.穴開け

４.孔埋め補修

５.撤去工事

６.配管の再利用

７.メーカーリスト



２階更衣室平面詳細図図　S=1/50

設　計 承　認

工事名称

図面名称

株式会社 根本建築設計事務所
建築設計事務所登録第26381号

一級建築士登録第98849号

根　本　利　英

図面番号

縮尺

備

考

設　計　年　月　日

令和８年１月
調布市立調布中学校体育館外部改修工事

Ｍ－０２
１／２００

１／５０
改修給湯器平面図
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※リモコンは男・女のシャワー室に設置する

温水器本体のみ取替えとする

温水器リモコン取替え位置

（配管は周辺1m程度更新し、配線は既存を使用する）
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